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食肉のサプライチェーンが有するリスクに関する予備調査１ 

（東日本大震災が肉類のサプライチェーンに及ぼした影響と復旧状況） 

 

１． はじめに 

 

 食肉のサプライチェーンが有するリスクには、生産段階では局地的な気象の変化、家畜

の疾病の発生、流通段階では燃料等物流コストの変動、消費段階では家畜・畜産物由来の

人の疾病の発生、違法表示の発覚等が挙げられるが、2011 年の東日本大震災、原発事故を

契機として、災害時のサプライチェーンのあり方について、大きな議論があったので、と

りあえず、業界紙情報等を収集し、一次資料として取りまとめた。 

 

２． 概観 

 

 食肉は冷蔵・冷凍保存が基本なので、サプライチェーンの全てにおいて、停電の影響が

大きかった。サプライチェーンの川上である食肉処理場の再開は、比較的早かったが東北

以外の処理場へ搬送したケースもあった。食肉加工工場は、通電後もラインの点検を要し、

食肉処理場よりは再開が遅くなった。 

食肉及び食肉加工品は、乳幼児のミルク等のように供給の優先度が高いものではないも

のの、流通が停滞している間の保存法の確保（最低電力を供給する発電機の整備等）が課

題と考えられる。 

また、ブロイラーのように大規模農場では、飼料の保管量に限界があり、出荷前に死亡

したケースもあった。東北の配合飼料工場は、ほとんどが被害を受けたが、東北以外の工

場の増産、配送により、我が国全体としては、供給が確保できたようだ。 

 

（１） 食肉処理場（東北６県） 

 主要な食肉処理場１３か所のうち７か所が停止（津波１、設備被害１、停電３、燃料不

足４） 

 停電によるものは電力復旧した４日後には再開 

 燃料（重油）不足によるものは１０日後には再開 

 

（２） 食肉加工工場 

 主要な工場６か所全てが停止（設備被害３、停電３） 

停電によるものは２週間以内に再開 

 設備被害の３所は３週間以内に再開 
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